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〈私〉の起源となりたちをめぐって（2）
一カウンセリング原論のための自註（五）一
齊藤　文嗣
序　カウンセリング論を身体論として構成する
1．ボルトマンの身体論
（1）ボルトマンの方法
　①ユクスキュルの環境世界説
　②ユクスキュルからボルトマンへ
　③ボルトマンの方法（1）
（2）ボルトマンの比較形態学的身体論
①〈生理的早産〉の発見まで
　1974年に出版された自伝的回顧録『知の境界一新しい世界像への生物学の寄与
一一x（2）のなかで、ボルトマンはつぎのように述べている。「私は三十五年以上にわたっ
て、人間における誕生の状態の特殊性という問題を、また生後第一年の意義の問題を、
研究してきた。」③
　この一文は私たちがこれから論じようと．していることがらの要を占める概念〈生理的
早産〉を着想し、精錬するに費やした膨大なる時間をさしている。また同じ回顧録の中
でボルトマンは、もともと自分は海洋実験所の地味な一研究者であって、そのまま海産
動物の観察と実験に生涯を蕩尽して悔いない思っていた、といった意味のことを述べて
いる。では海産動物学者として出発したひとりの生物学者が、いかにして生物学と人間
学との接点をめぐって探求することになったのか。・このボルトマンの探求、すなわち私
たちにとって極めて重要なる「比較形態学における人間学的寄与」を検討する前に、当
時の生物学をとりまく状況と彼の研究の経緯とを、整理しておくのも無駄ではないであ
ろう。
　自伝的回顧録から本論にとって重要であると思われる諸点を抽出し、以下にまとめて
みよう。
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まずボルトマンの経歴の骨格を取り出してみよう。
1897　スイス、バーゼルにて誕生。
1916　生物学をバーゼル大学で学びはじめる。
1921バーゼル大学動物学博士。ジュネーヴ大学助手。
1925　バーゼル大学動物学研究施設首席助手。
1926　同私講師。
1931　同教授兼研究施設主任
1947　同学長
1982　没。
　ボルトマンは自らが学びはじめた1916年ころの生物学の世界を、つぎのように回想し
ている。
　大学ではもともとは医学のため〈i？ものとして大きくなった植物学と動物学があるだけ
で、両者の領域ははっきりと分かれていた。スイスの大学での生命研究は、それぞれ別
になった動物学科か植物学科か、または主として医学部に所属させられていた解剖学お
よび生理学の研究室でなされていた。薬用植物のための植物学研究のほうが進んでおり、
動物学は遅れていた。しかし当時のボルトマンたち若い生物学研究者は、植物学と動物
学とを貫く＜一般生物学〉を探索し始めており、この新しい総合的領域の教科書を待望
していた。そして大学が生命的存在にについて、もっと包括的な見方をたててくれるよ
うにと願っていた。
　ところでボルトマンが学び、その後永年にわたって奉職することになったバーゼル大
学で、最初に動物学の席を占めた人物は、1855年から医学部の比較解剖学の教授を務め、
併任で動物学の講義を託されていた。1893年になってようやく、同大学に動物学の特別
研究施設がつくられた。しかしその後まもなく動物学は、哲学部にその一学科として編
入された。哲学部は当時、哲学およびあらゆる精神科学、物理学、化学、数学にいたる
までを含む、大きな学部として成立していた。だが、動物学者たちと医学部との強固な
結合は存続していた。1928年にボルトマンが動物学の講義を担当することになったとき、
彼は伝統にしたがって、医学部向きの主要課題である比較解剖学をも担当することに
なった。しかしながら、この回想が執筆された1970年代では、生命研究のこの古い専門
領域、比較解剖学は、隆盛な新分野の影に隠されて、いたるところでその存続をめぐっ
て戦わなければならなくなっていた。
　生物学という言葉はずっと以前からたしかにあった。しかしそれはただたんに、形態
学と生理学に付属していて、生物の生活のしかたにかんする研究にすぎなかった。ある
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動物種の行動、その育児、営巣、またその出現、地理的分布、寄生虫の生活、受粉にお
ける植物と動物の相互作用といったものが、〈生物学的〉な研究であった。1970年代に
なって、生物学の研究分野や大学での講義題目は、生理学、発生生理学、生化学、生物物
理学、分子生物学、微生物学、遺伝学などにその重点がすっかり移ってしまった。今や
私たちは動物や植物の形態学本来の対象から、とてつもなく遠く隔てられてしまってい
る。
　さらにボルトマンは60年にわたる研究を活気づけてくれた印象的なできごととして、
電子顕微鏡が発明されたこと、巨大分子の研究が人工物質の世界を切り開いたこと、遺
伝学者達が二重らせん構造を発見したこと、などを挙げている。また若いボルトマンを
とりわけ熱狂させた生物学者は、〈発生生理学〉におけるハンス・シュペーマンであり、ま
たそのまったく対極に位置するく行動研究〉におけるヤーコプ・フォン・ユクスキュル
であった、と記している。
　以上の概要を踏まえて、こんどはボルトマン自身の研究の閲歴を追ってみよう。
　ボルトマンは1921年に、トンボの研究によって博士の学位を取得している。そのとき
提出した論文を、自身で簡潔につぎのように紹介しているω。
　私は自分の故郷におけるトンボの世界を綿密にしらべ、すでによく知られている
形態的な特徴だけでなく、飛びかた、休止の特殊な様式、交尾と産卵における種特
有の形式のあるいは幼虫の行動といったものを、種の記載のなかに組みいれること
を、そしてこのような行動にかんするその種に特徴的な規則を決定することを、こ
ころみた。
　これはつまり「トンボの行動学的研究」である。しかしこの論文が書かれた当時はま
だ、動物の行動の分析を目的とする生物学の分野、つまり行動学はなかった。ユクスキュ
ルの〈環境世界〉という概念が、行動学という新分野を拓くきっかけとなったのである、と
ボルトマンは述べている。そして、ほかならぬこの熱狂的に読んだユクスキュルの影響
のもとに、自らが思いがけずも「行動学」のパイオニア的研究を手がけていたのであっ
た、と感慨深げに回想している。
　もう一点書きとめておいていいことがある。このトンボという昆虫が博士論文の研究
対象として選ばれた理由として、少年時代から繰り返し親しんできたファーブルの『昆
虫記』の影響が無意識のうちにあったに違いない、とボルトマンは述懐している。だが
このことは、たんに研究対象としてトンボという昆虫を選んでいたことにかかわってい
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るのではなくて、同時にファーブルの限りなく凝視し続ける観察態度が、後年の研究の
大きな糧ともなっていたのであろう。
　トンボ研究で学位を得たボルトマンはしばらく、ミュンヘン、ベルリン、パリと居場
所を移しながら、文筆家あるいは童話や小説の挿絵家として生計をたてている。これは
今日私たちのいうところのアルバイトである。しかし生物学研究は持続していた。詳し
いきっかけは不明であるが、1923年頃から地中海の海洋実験所において、海産動物の発
生学、とくに頭足類と海産巻貝類の初期発生研究に熱中するようになる。だが、そのま
ま海産動物の研究者で生涯をおえるつもりでいたところを、病に倒れた恩師の代理とし
て、母校バーゼル大学動物学科に呼び戻されることになる。
　そこでボルトマンに課せられた主要テーマは、一転して「脊椎動物の比較解剖学」で
あった。先にもあったように、当時のバーゼル大学の動物学科は哲学部の一学科であっ
たが、むしろ医学部との結びつきが強かった。「脊椎動物の進化への導入は、若い医学生
たちにたいして、人間についての、および全生物界における人間の位置についての、いっ
そう深い理解がえられるための基礎を与えるはずのものであった。」⑤とボルトマンは回
想している。ここに直前まで愛着して取り組んできた、海産動物の発生的研究が結びつ
く。かくして私たちの人間学的生物学者ボルトマンにふさわしい課題、すなわち全生物
界における人間の位置を、比較解剖学の領域における脊椎動物の発生学として探求する、
という課題が誕生するに至ったのである。この課題の誕生のほぼ同年1928年に、歩調を
あわせるようにして出版されたマックス・シュエーラーの『宇宙における人間の位置』（6》、
およびヘルムート・プレスナーの『生物と人間の諸段階』（ηの強い影響がここにはあっ
た。（ちなみにこの二著は現在の日本においても、哲学的人間学の誕生を告げる名著とし
てよく知られている。）
　1928年から1950年代にかけて取り組まれたこの課題は、まず鳥類の発生学的研究と
して始められた。ボルトマンはつぎのように回想している。⑧
　私はきわめて平凡に見える問題から出発したのだが、しかしそれは生命の歴史の
経過における生成の謎を非常に印象深く提示するものであった。ズズメのひなが裸
で、目も開かず、自分では何もできずに親が餌をくれるのを頼りにしているという
ことは、よく知られている。他方、ニワトリやアヒルのひなは、艀化するとすぐに
自分で活動して餌をつつくということを、だれでも知っている。艀化の瞬間におけ
る発生段階のこの両極端の対照に、私の最初の疑問が向けられた。
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　やがてその後、哺乳類の胚発生の研究も並行して進められ、つぎのような簡潔な結論
にゆきつく。すなわち、鳥類の基本型においては運動可能の活発な早成性（離巣性）の
鳥、つまり発達の進んだひなの状態がもともとの艀化形態であって、自立できない晩成
性（就巣性）の鳥は鳥類の進化においてずっと後に生じたのである。逆に哺乳類という
大きな動物群においては、晩成者はみな例外なく、地史的に早く太古に出現した仲間の
誕生時の状態で生まれる。これと反対に早成者はすべて、高度に進化した哺乳類に属し
ている。これら脊椎動物の最高等の二つの類において、形態と生活形の両方で完全に相
応する二つの発生状態が、相反する系統発生的意義をもっているのである。自立できな
い状態は哺乳類では遠い昔の出発点であり、鳥類ではそれが、現在到達した進化の最終
段階をあらわしている。
　ところで疑いもなく高度に進化した哺乳類の仲間に数えられる、私たち人間の発生形
態はどうなっているのか。上記の比較発生学的あるいは比較形態学的な文脈において類
推するならば、当然ながら早成性（離巣性）でなければならない。しかし事実はまった
く異なっている。人間の新生児はどの高等哺乳類と比べても、驚くべく幼く、無力な姿
で誕生してくる。これは何故であるのか。かくして人間の新生児の特殊な成長様式を、
出発点にあった全生物界における人間の位置の問題として考察されはじめたのであった。
1936年から1937年にかけてのことである。
　この成果が『人間論の生物学的断章』（9）と題されて公刊されたのは、ややあって1944
年のことであった。次節においてこの著書の要点とみなされる個所を、順を追って任意
に抽出することをこころみる。
②ボルトマンの発見
　まずボルトマンの発見の骨格を、胎生期から老年期に至るまで順次たどってみよう。
踏まえられている個々の具体的な事実の多くは、もちろん文字通りのボルトマンの発見
ではない。申すまでもないことではあるが、あえて「ボルトマンの発見」としたのは、
これまで知られていた多くの事実を、ボルトマンが全く新しい文脈のなかに配列し直し
た、という意味においてである。（1D）
1　胎生期および新生児期
a．かくも寄る辺なき姿で誕生するのは人間の新生児だけである
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　ボルトマンはまず、高等哺乳
類の幼少期と人間のそれとを
ならべて比較するところから
はじめる。そして次のように言
う。（ID
　母親や養護者のたすけ
なしには一日も生きてい
けない能なしの生まれた
ての人間は、われわれにす
ぐ哺乳類や鳥類の、生まれ
たばかりの同じようなた
よりない能なしの発達状
態をおもいおこさせる。
一胎ごとの
子の数
誕生時の子
どもの状態
け等・繊㈱段劇蒔・繊㈱段階
　　非常に短い
（たとえば20A・30日）
　　　多　い
（たとえば5～22匹）
「巣に坐っているもの」
　　（就巣性）
多くの食虫類，醤歯類，
イタチの類，小さな肉
食獣
　　　ながい
　　（50日以上）
　たいてい1～2匹
　　（まれに4匹）
　「巣立つもの」
　　（離巣性）
有蹄類，アザラシ，
ソフ，擬猴類と猿類
極度に特殊化した組織体制をもっているが，しかし比較的に脳
髄の発達が悪い多くの哺乳動物，たとえば，ナマケモノ，アリ
クイ，コウモリなども，高等な組織体制段階にあるものと似た
ような行動をする．われわれのこの表は，ただここで発生史的
な研究対象となっている，たいていはみのがされている関係に
注意をむけようとするためのものである．
　　　第1表哺乳類における個体発生的関係
こうして、その動物がそのほかの点では人間とどんなにちがっていようとも、この
母親にすっかり依存している点で、動物と人間は近いのだ、という親しみの感情が
われわれの心のうちにわいてくる。この心理的な共感から、動物の母親は人間に似
ているし、人間に近いと感じられる。この動物と人間の母親は同じなのだという印
象は、ひどくひとびとの心をうつので、この小さな人間の生まれたての赤ん坊のあ
り方が、どんなに特別な、尋常一様なものでないか、高等哺乳類にあてはまる法則
からは、どんなにかけはなれているいるか、ということはあまり注意されない。
　こう述べたうえで、鳥類や哺乳類の誕生時における「巣に座っているもの」（就巣性＝
晩生成）と「巣立つもの」（離巣性＝早成性）との区別に注意をうながす。ボルトマンに
よって示された第1表Q2）を一瞥するだけで明らかであろう。人間は高等な組織体制段
階の哺乳類の仲間であることを、妊娠期間と一胎ごとの子の数で明瞭に示しながらも、
誕生時の子どもの状態は就巣性という特徴を露わにする。とするならば、人間は発生形
態学的な観点から見るかぎり、高等哺乳類の仲間に簡単には入れることができないので
はないか。この疑問の解明が、以後のすべての出発点をなす。
b．人間の胎生期における眼瞼発達のプロセスは、他の高等哺乳類と同じである
　就巣性の下等哺乳類の仲間では、胎児は早産する瞬間にそなえて、眼瞼、耳口、鼻口
といった感覚口が閉ざされる。まだ完全には発達していない感覚器官に、必要な湿った
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この図式は眼瞼の閉鎖という事実をもう一度概観
したものである。真中の欄は，高等哺乳類の延長
された妊娠期間を示し，そして右端の三番目の欄より下等な、単純な形のものと同じ段階を
は・人間の場合の時間的な経過がかいてある・　　胎内で経過していく。このように霊長類は
　　　　　　　　第1図　　　　　　　　　　「巣に座っているもの」（就巣性）の誕生
時の状態に相当する段階を、母胎内で経過していくのである。したがってその誕生の瞬
間に、その発達ははるかにすすんだ段階に到達していることになる。
　人間もまた「巣に座っているもの」がもつ特徴的な感覚器官の変化を、母の胎内で経
過する。眼瞼の閉鎖がもっとも注意されているが、それはだいたい妊娠三ヶ月でとじら
れて、五ヶ月目のおわりにまたもう一度開かれる。同じ時期に鼻口も一時的にとざされ
る。もし人間が単純な「巣に座っているもの」だとして、頼りない状態で生まれるとし
たら、この五ヶ月目の発達段階で出生することになるだろう。ところが実際は、人間は
母の胎内でさらに「巣立つもの」への段階へと成熟をつづけ、開かれた感覚器官と、完成
した運動機能をもつ子ウマや子ウシの段階になる。つまり、人間はあらゆる高等哺乳類
に例外のない状態、つまり感覚器の完成された段階に到達する。ところがこのようにな
がい発達の段階を通りながらも、人間の新生児は不思議にもおそろしく未成熟で能なし
である。この矛盾は、われわれ人間の形成過程が特別なもので、人間に特有なものだと
いうことを思わせる。われわれの乳児は、独特な特徴をもつ「巣立つもの」なのである。
環境をあたえて、空気にさらされるのを防
ぐためである。この感覚口が閉じられるの
は、発達の初期の段階では、胎児にとって
羊膜（保護膜）が果たす役目、つまり水の
多い環境を確保するという役割を、感覚器
官の周辺部に演ずるのである。霊長類をふ
くめなべて高等哺乳類の場合、下等な仲間
に見られる出産直前の感覚口の閉鎖を、胎
内で経過し、そして誕生時にもう一度開か
れる。これは不必要な回り道ではないか。
（第1図（1‘1’参照）
　このような感覚口の閉鎖が、誕生のかな
りまえにおこることは、機能的には説明で
きない。これは哺乳類の系統発生的な遺産
であると見なすほかない。すまわち、高等
な種類のものは、その発達計画に従って、
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c．人間の新生児の中枢神経成熟度は、他の高等哺乳類と変わらない
　中枢神経系の錐体路系における髄鞘の形成という点でも人間は、たとえば有蹄類に似
ていることが知られている。人間では、髄鞘の形成は胎生九ヶ月にはじまり、幼い有蹄
類のように生まれた瞬間には、はるかにその発達がすすんでいるが、いっぽう蓄歯類の
ような「巣に座っているもの」では、誕生後すこしたってからやっとはじまる。また人
間の新生児における運動神経繊維の数は、復側の脊髄根でも、脚の部分でも、腕の部分
でも、おとなの数と同じだという点に注意しなくてはならない。胎生発達の初期では、
頭の方向の部分が体の後部より発達があきらかに先き走る。だから、早く出生するほん
とうの「巣に座っているもの」では、腕の神経の形成が後部の脚よりはるかに早い。と
ころが人間は腕と脚が同じ発達段階に達した「巣立つもの」のような関係で生まれてく
る。
d．人間の新生児の四肢と胴のバランスは独特なものである
　身体の割合の研究も、人間の新生児の特殊性を浮きぼりにしてくれる。高等哺乳類の
子どもは誕生時から身体の割合が、もう成熟したおとなの形に近い。ただすこし頭の、
つまり脳の相対的な大きさが目につくだけである。生まれたてのサルもまったく例外で
はない。つまり、サルは胎生生活でいっそう早くおとなの割合に到達する。したがって、
「巣立つもの」の発達経過をもつ高等哺乳類に相当する。そうして生まれた時の状態は
生育したおとなの姿の縮図、つまり模写像の姿をとる。ところがこれに反して人間は、
ある遺伝的要因によって、サルのように早くその種に応じたおとなの身体の割合に到達
することをさまたげられていて、あらゆるサルの関係からまったくはずれた成長のしか
たをして、特別な中間段階を経たあとで、誕生後になってやっとおとなの身体の割合に
到達する。
e．人間の誕生時の体重と脳髄の重さは類人猿との比較を絶している
　人間の新生児の能なしさ、たよりなさからみると、人間は誕生の時に、はるかに生育
をとげている類人猿の子どもにくらべて、体重の発育でもおとるだろうと想像される。
とくにわれわれ人間よりも体重
がはるかに重いゴリラなどと比
較した場合は、なおさらそうであ
る。さらにそのうえ、人間の発育
はほかの哺乳類よ’閧烽ﾍるかに
おそいという印象から、この想像
妊娠日数
ゴ　リ　ラ　　？
チンパンジー　253
オ　ラ　ン　275
人　　　間　280
誕生に際しての
合計体重　脳の重さ
　gr・　　　　9「・
1500（1800）約130
1890　　約130
1500　　約130
3200　　　　　　360・v386
　　成人した
脳の重さ　合計体重
　gr．　　　kgr．
4 　　　100
400　　　　40飼75
400　　　75
1450　　　　　65～75
第2表　類人猿と人間の脳髄の重さの増加率の比較
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はいっそうつよめられる。ところが事実はその正反対である。生まれたばかりの人間の
赤ん坊は、どんな大きなサルの子どもよりもはるかに重い。しかも第2表（’4＞からあき
らかのように、この際立った重さは母親の体重とはなんの関係もない。
　さらに誕生時の脳髄の重さを、生育したおとなの動物のそれで割って得た「脳髄の重
さの増加率」をみると、類人猿3．3～3．6、人間3．6～3．9であり、両者は類似しており、
しかも「巣立つもの」に属する哺乳類に特徴的な数値の範囲におさまっている。
　とすると、この類人猿と入間の似ている脳髄の重さの増加率に、脳髄の重さそのもの
の発達を勘案するならば、人間の新生児の体重は、生育したおとなの類人猿に匹敵する
脳の重さに身体が同調したものである、と結論するほかない。だから人間のひどく重い
新生児の体重は、脳髄がはじめからひどく重いことに強く関連している。また脳髄の例
外的な重さは、人間の中枢器官が、霊長類のうちでも例外的な地位を占めていることを
表している。
　われわれの注意は、ここでまたくりかえし人間の新生児のたよりない、能なしの状態
へと向けられる。それにしても生まれたての人間は、その姿や行動の点で、どの霊長類
よりもいったいどうしてこんなに未成熟であるのか。
H　生後第1年まで
a．〈生理的早産〉
　高等なな哺乳類の新生児は、たいへん発達し、機能もそなわった感覚器官をもつ「巣
立つもの」である。その身体の割合は、とくに頭の大きさの割合が少しずれていること
を除いては、成育した親の姿そのままを小さくした縮図であり、その運動や行動は、親
にたいへん似ている。そのうえ、その種特有のコミュニケーション手段の要素をそなえ
ている。
　もし人間が、この意味でほんとうの哺乳類に属するとしたら、新生児は、その身体の
割合はおとなに似ていて、人間特有の直立姿勢をとり、そのうえ少なくともわれわれの
コミュニケーションの手段としての最初の要素、つまり言語をそなえているはずである。
　この理論的に要求される直立姿勢と発語の段階は、もちろん人間の発達過程のなかに
発見することができる。だがその段階に達するのに、人間は生後ほぼ一ヵ年かかるので
ある。いいかえると、人間は生後一歳になって、真の哺乳類が生まれた時に実現してい
る発育状態にやっとたどりつく。とすると人間の妊娠期間は、高等哺乳類としてあるべ
き21ヶ月（平均的妊娠日数280日＋1年）よりも1年短いものと判断せざるをえない。
インド象の妊娠期間が21ないし22ヶ月であることが知られているから、人間の妊娠期
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間が21ヶ月であってもなんら不思議はない。ここでこのような誕生時の状態を、一種の
「生理的」、つまり通常化してしまった早産だという意味で、〈生理的早産〉とよんでお
こう。
　人間における誕生後の発達経過の特殊性は、いま述べた結論にもとついてみると、いっ
そうよくわかる。とくに誕生直後の発育についてはなおさらである。人間の乳幼児の発
育は、身長・体重がはじめたいへん急激に増加することが特徴的である。これは満一歳
を過ぎると今度は、身体のあらゆる部分の発達速度がひどく緩慢になることとはげしい
対照をなしている。第2図（15）をみるとよくわかるが、三種類の類人猿の体重は、その
出発点から比較的一様に増加していく。そしてそのまま同年齢の人間の体重を追いこし
てしまう。人間の体重曲線は、逆に類人猿よりもはるかに重いところからはじまり、生
後第一年ではげしく上昇する。しかしそれ以後長いあいだ、人間に特徴的なひどくゆっ
くりした発達速度にとつぜん変わってしまう。この人間の生後第一年の発達曲線が折れ
て二つの部分にはっきりと分かれることは、どんな「巣立つもの」にも、また類人猿に
もみられない人間特有のものである。この人間特有の分岐点は、前に規定したあの典型
的な高等哺乳類の「誕生の
段階」、すなわち親の姿や
行動の原型をそなえてい
る段階に、人間の赤ん坊が
到達する時期にまさしく
相当する。したがって人間
においては生後第一年の
終わりになって、やっと高
等哺乳類における誕生と
みなしうるような瞬間が
やってくるのだといって
よい。
??????
ダδ
劉冠
煙キ
　いじょうで見てきたよ
うに、人間の胎生期から新育して，それから青春期の急激な上昇をするまでは，ひどくゆっく
生児期の発達の過程には、り発育するという特徴がみられる・そして・あらゆる類人猿の曲線
　　　　　　　　　　　　は，この時期に，人間の発育曲線と交叉する．いいかえると人間を比較形態学的にみるかぎ追いこして発育してしまう．．
り、発生原則からのいくつ　　　　　　　　　　　　第2図
類人猿と人間の体重増加曲線横軸に年齢を，縦軸に体重をキログ
ラムであらわす（Gは誕生時を意味する）
図は明らかに人間の発育のしかたが，ほかの類人猿からはずれてい
ることを示している，つまり，生後第1年の終わりまでは急激に発
一52一
〈私〉の起源となりたちをめぐって（2）
もの飛躍と断絶があり、他の哺乳類との単純な比較、類推をゆるさない。しかしこの人
間の発達過程に作用するさまざまな要因は、成育した人間のさまざまな機能を支配する
要因に連動している。それらさまざまな要因の一つひとつは、人間における行動の構造
の一部分、ネックレスの一つの珠に過ぎない。それらはすべて遺伝的に決められた、人
間の構造計画案に組み込まれている。とするならば、これら「生理的早産」に象徴され
る人間に特殊な発達の様相は、全生物界における人間の存在様式の特殊性を考察するこ
とにおいて、はじめて正しく理解しうることになるだろう。
b．人間の存在様式の特殊性
　形態学的な研究領域では、どんな胎生学者でも特定の生物の発達状態を解釈するため
には、成育を完了したおとなの形態について正確に知らなくてはならない。だからここ
で、成育を完了した人間のおとなにとって、まさに特有のものだという特殊な行動様式
をぜひ確認しておかなければならない。さしあたって人間と動物との関係を認識するの
に、特に意味がありそうに思われるような特徴をいくつか数えあげてみよう。
　まず人間と動物では本能体制の意味がたいへんちがう、という事実がある。動物では、
あらゆる本質的な行動様式が、あの「本能」とよばれる生物学的な前提から規定されて
いるのに、人間のばあいでは、もっとも本能的といわれる行動の部分、たとえば性の領
域においてさえ、個人的な決定という、はるかに自由な選択にまかされている。こういっ
た高度に本能的な領域でさえも、個人によって、また時によって極端にちがった行動様
式（たとえば性的倒錯）があり、本能的行動と自由な選択とのあいだに鋭い葛藤さえお
こる可能性がある。直接に種の保存には関係のないほかの生活領域では、この自由な決
断という可能性はさらにいっそう大きい。
　本能体制の相対的な弱体化は、人間では他の中枢的な動機体系がいちじるしく高揚さ
れていることで償われている。それはまず、大脳半球が大きくなること、高等な脊椎動
物にまったく特徴的な大脳半球のすべての構造が、その質量を増すという点にあらわれ
る。発生学者にとっても、また心理学者にとっても、本質的な心理作用の解剖学的基礎
である大脳の質量が、他の最高の哺乳動物とくらべて、人間ではどんなに法外に増加し
ているかという事実を、たえず心にとめておかなければならない。大脳皮質の質量とそ
の伝導路がきわめて大きく、そして複雑になったのは、本能体制が弱体化したことと関
係している。このバランス逆転が、人間の生活様式に組み込まれてあらわれる人間の衝
動の特殊なあり方を可能にする。この人間の増大した大脳皮質の質量を、たとえ人間行
為の特殊な動機体系と関係づけるとしても、この体系の物質的な構成と働きはまだよく
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知られていない。さしあたってその動機体系を「意志」と名づけることができるだけで
ある。
　このあらかじめ定められた本能的な行動様式が、この人間にはわずかしか発達してい
ないことに対応して、人間には生活空間としてどんな一定の環境も、特定の自然の範囲
も割り当てられていない。動物にはたいていふさわしい環境、たとえば草原とか森林、
河川や高山地帯、あるいはもっと狭くかぎられた樹木の頂上、藪とか岩の上というよう
な場所が与えられている。しかしそういう意味でのどんな環境も、人間には与えられて
いない。
　かくして人間は、自ら積極的にさがしもとめた一つの自然領域のなかに、特別な人間
の「世界」を創り出す。人間の行動によって形を変えられた自然の材料から、その「世
界」を創り上げる。なるほど動物も自らの環境をつくりかえる。だがそれは、ただ本能
的な活動による、いわば固定された「環境世界」の一片であるにすぎない。このような
動物たちの環境の作り変えとはまったくちがって、人間が自然につかみかかることは、
人間が立ち入ることができる領域全体で自由な決断によってなされるので、感覚可能な
範囲をこえた世界の領域までも、たえず自分の世界に取り入れていこうとする。この感
覚的な世界をたえず超えていくことが、あらゆる人間存在にとってどんなに重要なこと
であるかは、多くの未開社会における「魔的なるもの」への恐れが明瞭にしめしている。
　このような人間の特別な世界を「文化」とよんで自然と対置してもいいだろう。また「人
工的」として、自然的な環境と区別することもできよう。この「文化生活」というのは
ひろく一般的に人間のものであり、ほんとうに文字通り「自然人」というようなどんな
人間集団もみつからないし、また同じようにどんな「自然民族」もない。なぜなら文化
こそは、たとえもっとも原始的な人間であろうとも持っている、まさしく文字通りもっ
とも一般的な意味での人間の行動様式の一部だからである。
　動物の本能的な行動を「環境に制約された」umweltgebundenとよぶならば、人間の
行動は「世界に開かれた」weltoffenといわなければならない。
　われわれ人間の世界に開かれた行動の特殊性は、「表象する」ということばでいい表す
ことのできる能力のことである。つまり、心のなかに姿をえがきだす能力をもつこと、
心像をもつということである。それは知覚にただ部分的に与えられるものを、たえず多
面的におぎない、また時間的にも空間的にも遠くはなれて、感覚的にも与えられていな
いものをたえずおぎなって表象する、不思議な能力をもつことである。
　人間を動物から区別するもう一つの重要なちがいがある。それは、われわれが自分自
身を表象によって捕捉された一つの対象としてとらえ、それを第三者として自分と対置
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することができることである。われわれは自分のぞとの第三者的立場に立って、ほかの
対象物や出来事と同じようにわれわれ自身をもながめることができる。この人間の特殊
な可能性を、さまざまなことばで表現しようという試みがある。たとえば、動物がその
存在様式に拘束されていることを「集中的」konzentrischとよび、われわれ人間のそこ
からぬけだせる可能性を「遠心的」exzentrischとよんで特徴づけることができる。ある
いは動物の行動は純粋に「主観的」であるのに、人間の行動は捕捉する能力のために
「客観性」をもつ、といったりもしている。また、動物はかれの生命を「生きる」leben
のだが、人間はかれの生活を「指導する」「導く」fUhrenのである、ともいいあらわさ
れている。
　つまり動物の行動は環境に拘束され、本能によって保証されている、と簡単に特徴づ
けることができる。これに対して、人間の行動は世界に開かれ、そして決断の自由をも
つ、といっていいだろう。
c．子宮外の幼少期、あるいは胎外での胎内生活
　いじょうの人間の存在様式についての考察が仲立ちとなって、〈生理的早産〉なる概念
はあらためて「子宮外の幼少期」という含蓄のある表現にひきつがれ、考察が深められ
る。
　あらゆる高等哺乳類は、ながい妊娠期間を持つという特徴があることはすでにみた。
この妊娠期間の長さは、中枢神経系の組織体制が高度であることにあきらかに関係して
いる。組織体制の全体が母の胎内という保護のもとで、発育し成育するからである。一
つの種の遺伝的な遺産としてはっきりきめられている発達形成計画案にしたがって、あ
らゆる運動器官や、その種特有の身体つき、姿勢、そして同時にその種に典型的な本能
体制などが、母の胎内、子宮の中で形成され、これらすべてはそれぞれの種に遺伝的に
わりあてられた環境に調和するように仕組まれているのである。
　いっぽう人間の新生児は、高度な哺乳類に比べるとはるかに早い時期に、未成熟な段
階ですでに母の胎内をはなれ世に出される。もしも人間が高等哺乳類の仲間であると仮
定すれば、ほんとうはもう一年母の胎内に滞在していていいはずである。だからく生理
的早産〉のあとの引き続くこの一年を、「子宮外の幼少期」、あるいは「胎外での胎内生
活」と呼ぶことができる。
　ところでこの人間の生後第一年を、三つの重要な出来事によって特徴づけることがで
きる。それらは「直立姿勢をとること」、「言語の習得」、「洞察行動の芽生え」である。
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　まず「直立姿勢をとること」についてであるが、ここで直立歩行ではなくて直立姿勢
だけを強調するのは、この直立姿勢だけが人間に特有のものであるからである。哺乳動
物のうちで、人間のようにその種特有な姿勢に、積極的な努力と誕生後のながい時間と
をかけてやっと到達するものは、ほかに一つも見当たらない。多くの哺乳動物において
最初の運動が未熟で骨の折れるものであったとしても、ときには類人猿のように母親に
しがみつく力強い本能によってかくされているものであっても、身体全体の姿勢やその
運動のしかたは、その種に典型的なものである。
　ところが人間では、誕生の際にもうすでにたいへん発達した神経筋肉組織が用意され
ていて、誕生の一ヶ月あとには、それらが広い範囲にわたってその完成に向かってスター
トを切る。この完成した形の獲得は、ほかの動物のようにその遺伝的な素質にあらかじ
め与えられているものの単なる練習によってなされるのではない。この人間という生物
にだけ特有な、周囲の励ましと喜びの共有、努力、練習、学習、模倣ということを通し
て成し遂げられるのである。
　この直立姿勢の習得と固定化の過程で注目すべきことが一点ある。それは赤ん坊の脚
がたいへん短くて、歩行の習得の助けになっているということである。成人してからの
脚の長さから見て期待されるに反して、すでに胎生五ヶ月で脚の発育は腕のそれに遅れ
をとっている。この脚の発育が早い時期にブレーキをかけられ押さえられていることを、
直立姿勢を習得するという課題に沿った意味深い現象であると理解するならば、同時に
ほかのいくつかの事実もよく納得できるのである。たとえば、赤ん坊の脚は胎内生活と
いう不自由な束縛が解けた直後に、急速に発達すると予想される。しかし実際はそうで
はなくて、生後六ヶ月たってやっと、しかもひどくゆっくりと発達しはじめる。つまり
立ち上がろうと試みをはじめてからやっと脚の発達がはじまり、そして直立姿勢の完成
後に急速な発達をみる。すでに以前にみた、人間の新生児の特異な腕、脚などの割合も、こ
うして人間的な文脈において意味深く理解可能となる。
　つぎは「言語の習得」ということであるが、進化論は生物学に、人間の言語は動物の
声から発達した、という考えをもちこんだ。だが言語とは、さまざまな意味結合の際に
生ずる分節された声や記号の助けをかりて、われわれの知覚、判断、希望などを表現し、そ
うして相互に了解する目的で他人に伝えることを可能にする機能のことである。たとえ
どんなに動物の多くの声がわれわれにとって印象ぶかく、「意味ありげ」に思われようと
も、それはちょうどわれわれの叫び声と同じように、いつもただ内的状態の表現でしか
ないので、うえにのべた意味の言語では決してない。動物の声を人間の言語とを同一視
するという誤りが、生物学においてのりこえられる場合にだけ、人間の子どもが言語を
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習得する際に実際におこる独特のことがらが、正しく見えるようになるだろう。
　あらゆる言語の習得に先立って人間には、遺伝的にあらかじめ与えられていて、あと
になってもたえず反応できるものとして用意されている、叫び、うなり、泣き、あるい
は舌打ちするという内的状態を、「一般的に表現する」能力がそなわっている。
　赤ん坊は三、四ヶ月になると、さまざまな運動のこころみがおこってくるが、発声の
こころみが際立ってくるのは生後五、六ヶ月からである。この声の練習には母国語にな
いようなものまで、ありとあらゆる音が含まれている。生後九、十ヶ月にもなると、周
囲の社会環境で使われていることばを模倣することがはじまる。この口まねをして話す
ことは、かなり長いあいだ不充分なものにとどまってしまう場合もある。しかしそのこ
とばは、さまざまな複雑な事柄を意味させることができる。希望、努力、確認といった
こと、あるいは文章全体さえも代表する。つまり発せられることばよりも、見えないか
くれた心理過程のほうがはるかに豊かなのである。
　この新生児期のおわりにおこるほんとうの意味での言語の習得ということは、すでに
存在する一つの社会制度をあとからひきつぐことであり、子どもの社会生活にもっと密
接にからみあっていて、しかも以後ながいあいだにわたって力強くつづくひとつの過程
である。
　直立することと、最初のことばの口まねが準備できるちょうど同じ時期に、「洞察力の
ある行為」がはじまる。これは道具の関係の理解、技術的な知能の発達と並行している。問
題解決の思いつきを、似てはいるがしかし、はるかにかけはなれた状況に敷き写し、応
用することによってはじまる。つまりひどくちがった「場」の状況で与えられているに
もかかわらず、似たような状況をそこに認知するところにとくに重要な人間性のあらわ
れがみられる。
d．形態と行動の統一性
　形態と行動とは、もともとおたがいに不可分の統一をなす。だが人間の形態と行動の
発達のしかたは、動物にふつうみられるものとは決定的に異なる。この二つは人間では、
単純に母の胎内で成熟をとげるのでもなく、また遺伝的な発達法則にしたがうだけで完
全に成育し、成育後の環境にふさわしいように形づくられるのでもない。人間では、形
態と行動の発達の決定的段階が、心理現象と身体現象が密接におたがいに働きかけるな
かで、しかも母胎の外で経過するように仕組まれている。つまり、ほかの高等哺乳類の
どんなものよりもはるかに早い時期に、人間は文字通り外部にさらされて、多様な環境
のなかにおかれる。そうしてこの社会という環境のなかに、育ちながらはいりこむこと
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で、直立する人間や、人間の世界体験という特別なものが生じてくる。
　この哺乳類の規準からとんでもなくはずれている人間の個体発生は、まえにのべた人
間の特殊性と関連している。つまりそれは、世界に開かれた存在という事実に対応して
おり、われわれ人間の社会という世界は、遺伝的に与えられているのではなくて、遺伝
された素質と現実との接触から、すべて人々のなかにもう一度あたらしくつくりださな
くてはならないという事情に対応する。言語を習いおぼえるという特殊性が、いいかえ
ると、すでに存在するゆたかな社会的道具を模倣しながら、それを努力してうけつぐこ
とが、この事情をもっともよくしめしている。われわれ人間の心理的な素質は、動物に
みられるようななんの個性もない行動のしかたに自己分化して完成されるのではなく、
周囲のゆたかな環境と接触することではじめてそれぞれ特徴的な、そして時代に規定さ
れた形に展開される。この発達の特殊性は、人間がその姿からいっても、心理からいっ
ても、たしかにたいへん発達した状態でうまれながら、その種に典型的な行動様式に成
育するはるか以前の状態にとどまっていて、そのおとなの姿に発達するためには周囲と
接触する可能性を、ゆたかな体験と社会経験をする可能性を残しておくということで確
保される。
　発達のあらゆる段階で、人間ができあがっていくのを、つまり独特な直立という姿勢
をとり、世界に開かれた行動という特殊性をもち、そして言語によってつくられた社会
的文化という世界をもったひとつの生物体がつくられていくのを見て取れる人だけが、
人間の発達をいっそう深く理解することができるだろう。
皿満1歳以降の発達
a．人間のゆっくりした発育という特殊性
　われわれ人間の発育期間がおそろしく長いことは、人間と動物の発達を比較してして
みるとよくわかる。生後第一年の特殊性があまり注意されなかったのに反して、この長
い期間にわたる発育現象の方はくりかえし注目され、そしてさまざまに解釈されてきた。
　ここでたとえば高等霊長類のいくつかと比較してみよう。ゴリラはすでに7年でその
最終的な大きさになる、というデータがある。チンパンジーの主要発育期は8年で、11
年から12年で発育はおわる。オランのばあい9～10年でおとなの大きさになり、12年
から14年で成長が止まる。これに比して、人間の発育期間の長さは合計19年であり、
きわだって長い。
　だが発育期間だけをしらべてみても、人間のこの時期の特殊性を完全につかむことは
できない。この発育・成長の時期の区分をみてはじめて、われわれ人間の特殊な地位が
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あきらかになる。哺乳類はすべて母親の胎内を出てからたいへん早く発育し、生殖可能
になる時にはすでに主要な発育期をこえている。ところが人間ではその反対に、ちょう
ど性的成熟のその時に、発育・成長が特別に強化され、それからそのあと全体の重要な
発育がはじめてなしとげられる。（第2図参照）
　この人間の形成過程がゆっくりしていることは、生物学的な解釈からすると、生理学
的根拠から理解される身体発達の特殊性であるとされる。血液腺の活動の特殊な経過で
あるとか、あるいはしばしば内分泌「障害」ともいわれ、そこには霊長類の系統発生の
一般的な発達緩慢化の最終的な結果をみることができる、とさえいわれた。いずれにし
ても、この緩慢さはなにか身体的なものと考えられ、その結果として心理的な発達に多
くの影響をおよぼしているとみられた。つまり、身体の進化が人間の心理的変化の前提
だと考えられた。
　ここでわれわれの新しい研究の成果が、こうした解釈とはまったく異なる新しい見か
たをもたらす。すなわち、人間の世界体験は特別なものだということ。そうして、内に
とりいれなければならない社会的な関係とコミュニケーションの手段がともに豊富なこ
と。経験しなければならない周囲の構成要素が広範囲にわたること。これらを考えあわ
せると、ながい期間つづく生物体の組織全体の若さは、完成されたおとなへと向かう準
備期間としてたいへん意味深いものとみなすことができる。だからこの発達の緩慢さは、
ただ単に身体の基礎的な状況と考えられるだけではなくて、人間の「世界に開かれた」
存在様式にそったものと思われる。それは、人間の個体発生の素質のなかに、最終的な
人間の姿を実現する要因として、人間をつくりあげる過程のほかの多くの要因と同じよ
うに、あらかじめ与えられているのである。
　このように人間の発達の緩慢な時期は、多面的な社会関係を受けいれるための身体と
心理の前提条件が用意されると同時に開始される。つまり生後第一年の直後、直立姿勢、
言語、洞察的行動という人間の行動様式に不可欠の基礎的要素が整ったときにはじまる
のである。初期の急速な発達が脳髄の大きさのたいへんな増加と関係しているのと同じ
ように、この後の時期の緩慢な発育・成長は、またわれわれ人間の生活形成の特殊性と
相関関係にある。
b．人間の特殊性としての思春期
　われわれ人間の発達の段階を、これまで描きだしたような基本的な考え方で見ようと
する人は、人間の発育・成長が青春期になって爆発的にすすむ現象についても、いまま
でとはちがう角度からながめるだろう。発育の強度がこのように増加するのは、ふつう
いわれるように動物の発育とくらべてみて、一種の内分泌障害のためだとはみないだろ
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う。むしろこの時期に人間の内面的な発達がたいへんすすむことに関係させて、人間の
存在様式の特殊性として、性欲的なものが人間の生活全体に浸透されることに関係させ
てみるだろう。動物の関係からおしはかると、体重・身長の増加が緩慢になることが期
待されるちょうどその時期に、発育強度がこのように上昇するのは、人間の発達期間の
なかにひとしれず組み込まれている、なにか大きな一つの体系というようなものが、きっ
とあるにちがいないことを、われわれに強くうったえる。（第2図参照）
　思春期のこのような遅い時期になってからの発育段階は、「第二の形態変化」の時期と
もいわれる。性的成熟をみることだけに限られてしまった注意が、こう名づけることで、
この時期におこる身体の割合や心理の平衡のうえにおこる、あらゆるずれの現象全体に
むけられた。この時期には身体のうえの形態変化がおこるのと同じように、また行動の
変化もおこり、心・身の密接な相互関係と統一性をあきらかにするのに都合のいい変化
でもある。すなわちそれは、いわゆる「肥満型」体型の傾向から、本質的にいって「ヤ
セ型」体型へ、身体ばかりではなくその心理も全体的に変化する。体質学・体型学にお
いてこの二つの体型の重要な特徴が、あらゆる人間の個体発生ではきわだって時間的な
順序であらわれると、くりかえし証明されてきた。発達初期の八歳から十歳ぐらいまで
は、極端な「肥満型」の身体の割合をしめし、後期の段階のほぼ十歳から十六歳にわた
る時期では、むしろ「ヤセ型」の体格になる。
　　「肥満型」の時期は、よく「おとぎ話の年齢」Mtirchenalterといわれる。児童の空想
はこの時期には、ほとんど意識されない夢のような精神生活の法則にしたがい、比較的
かぎられた姿の範囲ではたらく。つまり、表象は急速に交代して、表象像がたやすく変
形する。そうしてまた同じようにたやすく外界の対象にひきうつされる。電車が人の顔
に見られたりする。この年齢の精神生活は、外部世界の因果的な結合関係から自由に解
放されてはたらく。特徴的なのは、意識の領域は広いが、わずかしか分化していない点
であり、ひどく複雑な体験をもち、感情生活が強いことだ。これらの性質は、ちょうど、
おとなの体型の「肥満型」体質の人の性格特徴でもある。すなわち、それはものを全体
的につかむということが優位をしめていて、その体験は変化と適応能力をもち、感情が
強く、形よりも色彩に気づく傾きがあるというものである。
　十歳以後の「ヤセ型」体型の時期にあっては、さまざまの現象の豊かさはいまや全体
ではなくて、個々のものという点から強くうけとられ、経験という宝庫はさまざまな印
象によって満たされていく。批判的な検討、抽象、根本原則をつかむことが、豊かなた
くさんの経験を処理するための手段として重要なものとなる。そうして感情ではなく、
理性のはたらき全体が前面にでてくる。
　われわれ人間の発達過程のなかで、外部にあらわれたこの二つのきわだった段階にお
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いて、成育したおとなにみられるこの二つに相当した体型に帰せられるような心理的な
本質的特徴をみられるということは、身体の形態と心理的な体験のしかたとのあいだに、
なにかかくれた深い関係があることをしめすのではないだろうか。
IV　長い生涯と個性が際立つ老年
　生後第一年の特徴についての研究は、われわれ人間の老年にもまた特殊な様相がある
のではないかという期待をもたらした。
　まず人間の寿命と老衰を、類人猿のそれと比較してみると、たちどころに人間の生命
の特殊性がはっきりする。類人猿のほぼ30年という寿命は、人間ではほぼ60歳から70
歳にあたるといっていい。われわれ人間は類人猿の約二倍の寿命をもつという特徴があ
る。同じ関係が寿命の最大限ということにもあてはまる。類人猿では40歳をこえるもの
はわずかしかいない。いっぽう人間は80歳から100歳、あるいはそれ以上になる可能性
もわずかしかない。哺乳類のどんなものでも、こんなにも高年齢に達する証拠があるも
のはまったくない。このように純粋に量的な評価が、すでに人間が哺乳類のなかで、特
殊な地位を占めていることをあきらかにする。
　われわれはさらに老年を、極度に多様な現象として見なければならない。身体の老化
の過程を正確に知ることからしてすでにたいへん困難である。組織や器官の老化を決定
しそれを規準につかおうとしても、そこには著しいばらつきがあることがわかる。しか
し精神的老化の差異はそれと比較にならないほどはるかに強烈で印象深い。早くもうろ
くしてしまう人から、最高の能力を発揮するごくまれな人たちまで、いろいろである。
換言すれば、年をとるにしたがって、人間の特殊性の一般的特徴がたいへんきわだって
あらわれてくるのである。つまり個性が高められ、個々人の特殊性がきわだってくる。
　人生において精神は、とりわけ特別なものとして二度あらわれる。その二度とは、生
涯のはじめと終わりである。
③ボルトマンの評価をめぐって
　いじょうの記述はボルトマンのいくつかの訳書をもとに、私たちの関心に引き寄せて
作成した要約的抽出、いわゆる梗概であるにすぎない。錯綜したボルトマンの記述に加
えて、けっして読みやすいとはいえない訳文であったため、あえてこのようにした。
ところでかつて私たちは、人間にとっての対象世界を考察して次のような結論を得た。16）
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対象世界とは、諸個人の〈気遣い〉をとおしてく開示〉するく生活世界〉の総和で
あり、〈共同世界〉、〈共同の物語〉（意味・価値の布置、道具連関）として現象する
対象世界である。諸個人は、すでに累積し、編み上げられ、かつまた今なお織り上
げられつつある〈共同世界〉に〈被投性〉として生誕し、そのつど〈共同世界〉に
〈気遣い〉をさしむけ、みずからの〈生活世界〉を〈開示〉する。またこのことを
とおして〈内面の物語〉を織り上げる。／私たちにとっての現実的な生とは、〈共同
の物語〉と〈内面の物語〉、あるいは〈共同世界〉と〈生活世界〉との不断の交流過
程のうちに展開し、運動するが、このことの基底に諸個人の〈気遣い〉がある。
　これはボルトマンいうところの、本能によってではなくて精神をもって生きる、「世界
に開かれた」人間、文化を織り上げそれを歴史として累積して生きるほかない人間の存
在様式を、現象学の立場から記述したものである。いわば種の完成された姿、「おとな」
の存在様式からみて記述したものである。だが子どもはどのような過程を経てこの存在
様式を獲得するに至るのか。潜勢的な人間の存在様式が、いかにして現勢化（形態化）
するのか。こういった難問に立ち向かってボルトマンは、比較形態学の立場からおどろ
くべき鮮やかなイメージを私たちに与えてくれた。
　私たちは意志して行動する。なるほど私たちの日常的行動のなかには、意志的とは思
えないほとんど自動化した習慣的な行動もじつにたくさん含まれている。しかしこれら
習慣的な多くの行動といえど、もとはといえば意志して獲得し、習熟したものにすぎな
い。ではこの「意志する」とは現象学にみられてどう理解できるのか。諸個人がその場
そのときの、それぞれにふさわしい「意味・価値あることを目指す（志向する）」という
ことにほかならない。この「意味・価値あること」は基本的に歴史時代的な条件によっ
て大枠は決定されてはいるけれども、そのつど諸個人がみずから選択するものである。
動物も、もちろんそのつどの喜ばしいこと、「意味・価値あること」を目指す。だが動物
たちの選択の条件（意味・価値の布置）は、基本的に本能によって決定されてしまって
いる。
　そこで人間の赤ん坊は、なにはとまれその中に投げ出されてしまった生活圏の歴史文
化的条件、つまり「意味・価値の布置」を身にまとわなければならない。生み出された
生活世界の歴史文化的現在に、身体ごと住み込まなくてはならない。このことが根底的
であり、徹底しているがゆえに赤ん坊は、神経系、感覚運動系が高等哺乳類に比べて遜
色ない成熟度でもって誕生しながらも、かくも能なしで頼りない外見をもって世に出て
くるのだ。たとえばボルトマンは、類人猿の赤ん坊が手と足とでもって母親にしっかり
としがみつくことを例にして、こんなふうにいう。「人間の子どもの手足が自由に動かせ
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るということは（本能に拘束されていないこと　　引用者）、サルの新生児よりもはるか
に多くの可能性をわれわれの赤ん坊にあたえるもので、これはわれわれの誕生時の状態
が、ただ単純な能なしというのではなく、意味の深い自由というものをかくしもってい
ることを、はやくも暗示している」㈹のであると。意味や価値を全身に纏うべく能なし
で頼りなく生まれた人間の赤ん坊の姿は、かくして不可避かつ必然的なものとして理解
できるのである。
　いわゆる典型的な「自閉症児」は、対人関係を閉ざしたままで、ボルトマンの表現に
したがえば「社会的という環境に育ちながら入りこむ」ことを拒否しながらも、満一歳
ころになると直立し、歩行し、手でもって外界を操作しはじめる。場合によっては対人
的な相互交流をほとんど欠きつつも、不思議な言語をあやつることをはじめる。また特
異な鋭い洞察能力を備えるにいたる。こういったことから、ボルトマンが強調した直立
姿勢や言語や洞察力は、生得的な類的遺伝機構として神経系の根底に深く埋め込まれて
いるのかもしれない（18）。しかしたとえそうであったとしても、この類的遺伝機構が形を
なしていくその過程を、赤ん坊は他者とのかかわりのなかでたどるということ、そして
ゆっくりとおとなになっていくということ、このことがこのさい決定的に重要なのだ。
　ここでボルトマンがなした考察のなかで、とりわけ私たちが納得できない一点を指摘
しておきたい。満1歳以降から思春期青年期（青春期）にいたる考察がそれである。と
りわけクレッチマーの体型＝性格類型論（19）を援用して、学童期以前一肥満型　　躁
欝質、青春期一ヤセ型　　分裂質と割り当て、諸個人は生涯においてこの二つの性格
類型を生きるとするところに、強い違和感を覚える。おそらくはクラーゲスのいう性格
の二大根源、「生　　情感jにたいする「精神　　把捉」という図式⑳が、ここには深
く埋め込まれているものと推察されるのであるが、私たちの課題に引き寄せた場合、む
しろクラーゲス（2’）は三木成夫〔22）の比較解剖学的研究によってはじめて甦ると考える。
だがこの両者の研究の流れを検討することは、機会をあらためよう。
　とまれ、満一歳以降の幼児学童期と青春期とをあわせてまず、特徴的な「長期にわた
る緩慢な発達」と捉えたうえで、文字通りの緩慢な学童期までと、成長の爆発期である
青春期とをはっきりと二つに分節して考察すること、そこにまた人間的な意味を見出そ
うとする姿勢には深い共感を覚える。だが私たちはボルトマンのようにではなく、つぎ
のように上記二つの分節を考察する。
　吉本も同じところにこだわって、つぎのようにいう。（al）わかりやすくするために、原
文を適当に段落に分けて抽出してみよう。
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　高級な哺乳類（類人猿のような）において発育、成長がおわりに近づく丁度その
ころ人間では青春期のはげしい発育と成長がおこなわれはじめる。（中略）（ここか
ら一引用者補足）つぎのようなことがみちびきうるようにおもわれる。
　〈原人間〉といえるものは、はじめに苛酷な自然条件をくぐりぬけたとき、外観
は猿や類人猿とそれほど変りはなかったにもかかわらず、肉体が自然としてだけで
はなく観念作用の前提をふまえて立っていた。そこでこのく原人間〉は他の高級哺
乳動物が自然にたいして適応条件をつくりだすよう働きかけたとおなじように働き
かけたにちがいないのだが、〈原人間〉だけは、ここでふたたび早目に胎外へ分割さ
れた生誕時とおなじ混乱と途惑いの過程を、こんどは母胎を介してではなく、直接
に環界という自然の胎内から分割されて繰返さざるをえなかったのである。
　なぜこの相異があらわれたのかといえば、すでに生誕後一年ほどで自然的前提と
ともに観念的前提をはらんで立っていたからである。つまり観念的前提を獲得して
いることが〈自然〉という母胎にとって〈異和〉であったために、〈自然〉みずか
らこのアドレッセンス初葉の〈原人間〉を胎外へく分娩〉するほかになかったとかん
がえればよい。
　人間も他の動物とおなじに自然の部分にすぎないという意味では、アドレッセン
ス初葉の人間もく自然〉がく自然〉を分割したという意味で生誕時とちがったもの
ではない。しかし、こんどは観念にとっては未踏の領域への旅立ちを意味している。
　おそらくこの時期を経てのち、〈原人間〉の人間化は加速度的であり、他の高級哺
乳動物をひき離すだけであった。それは生活過程に必要なすべてのものをつくり高
度化する過程であるとともに、自然過程にとって不必要なあらゆる観念の組織化や、
栓楷を構築する過程でもあった。
　ここには〈原人問〉から〈人間〉への移りゆきを、ダーウィンやエンゲルスのようにで
はなくて、最初からまったく猿とは違った動物種が、この地上に降り立ったと想定され、
その移りゆきがきわめて論理的に推理されている。私たちとっては、人間における観念
作用ということばが、理解の入り口となっている。しかし私たちはこの吉本の考察に示
唆を受けながらも、原理的、起源的な理解ではなくて、むしろ現象学的な観点からこれ
を受け止めなおしてみたい。
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　ボルトマンは、動物の行動は環境に拘束され、本能によって保証されているが、人間
の行動は世界に開かれ、決断の自由をもつといった。こういった動物に対置された人間
の行動を可能にする特殊な働きを、吉本は観念作用と表現したとみなしていいだろう。
ただボルトマンにおける「世界に開かれ、決断の自由をもつ」といった表現にみられる、ど
こか楽天的でヒューマニスティックなニュアンスは吉本にはない。
　起源的にみられてその理由はよくわからないが、人間は本能の代わりに観念作用を獲
得した、とさしあたって私たちはここでは理解しておきたい。現象をあるがままに観察
するかぎりこういうほかない。ところで吉本は観念作用を獲得した人間は、青春期のと
ばくちに「未踏の領域へと旅立つ」という。これは〈原人間〉から〈人間〉へという系統
発生的なことがらの、個体発生的反復であるとする。だが動物たちに「未踏への旅立ち」
はない。同じパターンの行動を反復する動物たちの本能的行動と、人間的行動との本質
的な差異がここにある。
　もとより未踏の領域の構築が、無から為されることは原理的にありえない。誤解を恐
れずに簡単に言いきってしまえば、模倣なくして創造なし、なのである。あるいは、「既
踏」（継承）なくして未踏なし、と言っても同じことである。ここで私たちは、ボルトマ
ンの満一歳から青春期にいたる緩慢な発達が、二つの文字通り緩慢な時期と爆発的な時
期とに分節されていることに関係づけることができる。継承（あるいは模倣）の時期が学
童期までの緩慢さに対応し、未踏（創造）への旅立ちの時期が青春期にあたる。
　ではなぜ青春期が未踏への歩みに結びつくのか。ひとつにはボルトマンがいうように、
青春期の入り口において、性的なるものが急激に全身にはりめぐらされることが関係し
ている。もうひとつには、これもまた恐ろしく急激な身体の変容が関係する。つまりこ
の二つの事柄をモメントとして諸個人のうちに、あらためて自らと世界とをながめ、関
係し直すことを可能にする視線がはらまれるのである。すでに学童期までの約10年をか
けて、営々として獲得し蓄積したことをあらためて、まったく異なる視線でもって眺め
なおすことなくして、そもそも「未踏への旅立ち」は不可能である。くり返すが、模倣
なくして創造なし、あるいは「既踏」を踏まえずして「未踏」なし、なのである。
　だからおそらく、学童期までの文字通りの成長・発育の緩慢さは、青春期の成長爆発
のためにこそ、あらかじめ準備されていたのである。このように人間の一つひとつの胚
のなかに、類の遺伝機構として書きこまれているのある。学童期まで10年余りもの長期
間、幼くとどめおかれるのは、なんらかの内分泌系が作用して成長が抑制されているの
であり、これは人間の存在様式に相即して、すでに仕組まれていることなのだ。もちろ
んこの成長抑制の解除にほかならない成長爆発も、あらかじめ意味深く計画され、仕組
まれていたことなのだ。いじょうのように理解し直すほうが、いっそうボルトマンの意
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図に適うのではないだろうか。
　哲学的人間学の立場からラントマンは、人間の身体は特殊人間的なものであり、人間
における生物学的な要素も、すでに徹底的に人間的なものである。人間は全体的な構成
法則によって、はじめから動物とは区別された存在であり、この構成法則は、とうぜん
人間の身体の性質も規定しているから、すでに身体において入間的なものを刻印してい
る、と簡潔に言いきっている。そしてつぎのようにボルトマンを評価しているas）。
　このような考えかたをおし進めたすぐれた代表者を、人間生物学の側からあげれ
ばアドルフ・ボルトマンということになろう。ボルトマンは、人間における身体的
なものと精神的なものとの内的な協同と浸透とを明示したが、もちろんこの協同に
おいては、精神的なものが優位を占めると考えた。“精神はみずからのために身体を
形成する！”しかしながら精神は、身体的なものを完成するために不可欠のものと
して登場するのではない。そうではなく、身体的なものは、精神的なものによって
決定されているのであり、ただ精神的なものによってのみ理解されうるのである。
また人間における身体的なるものは、動物におけるばあいとは違ったふうに組織さ
れている。というのは、それは精神的なものと共存しなければならないからである。
　ボルトマンはあくまでも精神的なるものを人間にとって特殊優位なるものとしたう
えで、身体的なものと精神的なものとの内的な協同と浸透を明示したのだ、とラントマ
ンはいう。じつに的を射た評価である。だがこのボルトマンの地点から私たちは、どの
ようにしてメインテーマである「〈私〉の起源となりたち」にむかって歩を進めればよい
のか。あらためて「三木成夫の身体論」の検討をとおして、この課題にまたすこし歩み
寄ってみたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下次号）
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